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旅の「移動」によって発生する情感とその発生機構に関する研究 
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1. 緒言 

 旅は，移動することを必然的に伴うが，旅におけ

る移動の位置づけは時代とともに変遷している。我

が国の大衆観光の端緒である熊野詣では，旅の移動

は「イニシエーション（通過儀礼）」としての性格を

持っていたが，江戸時代になり，それは旅の楽しみ

そのものとなった。翻って現代における観光行動で

は，旅は移動と目的地での活動に二分され，移動は

金銭的・時間的コストとして認知されるようになっ

た。 

 本研究は，時間的ないし金銭的コストにおける認

識を超えた，旅の「移動」における情感を分析対象

から抽出することで，旅の移動が旅行者にどのよう

な非日常体験をもたらすかを明らかにする。そして，

「目的地」への注目によって単なる手段として従属

化した「移動」を，いま一度非日常体験という旅全

体の目的の中に位置づけなおし，旅の全体性を取り

戻すことを目的としている。 

2. 研究手法 

 2.1 分析対象 

 分析対象は近代から現代にかけての日本の有名文

学作品とした。これは，以下の理由による。 

・ 広範な読者から長年にわたって評価されている

ため，記述にリアリティと普遍性がある 

・ 収集可能なデータが多数である 

・ 記述をそのまま抽出可能である 

・ 現代日本における旅への示唆を得ることができ

る 

2.2.1 文学作品の抽出 

大手出版社の文庫解説目録（本研究では新潮文庫

解説目録）の書籍題名・解説の記述の中から，次の

条件に合致するものを抽出した。 

・ 日本の作家により記述されている 

・ 自らの意思によって一時的に日常生活圏から離

れ，主体的に生活の変化を体験することを目的と

する行動（旅行行動）が内容に含まれている 

・ 近代の始まりである明治維新（1868 年）より

1999年までに初版年，場面設定が収まる 

ここで 1999 年までとしたのは一定の年月にわた

り評価されてきた作品を抽出するためである。 

2.2.2 場面の抽出 

ここでは，場面を「言語表現によって事態として

形作られた，具体的な時間・空間・出来事が連続す

るひとくぎりの記述」であると定義し，具体的には

時間・場所・出来事について非連続な個所がない連

続した記述のうち，最長のものとする。さらに，以

下の条件を満たす場面を抽出した。 

・ 旅行者が移動中であると理解できる記述を含ん

でいる 

・ 「～と感じた」，「～と思った」など，旅行者の気

持ちの内容を与える言葉を含み，かつそれが，旅

における移動が時間的ないし金銭的コストとし

て作用していることを示す気持ち（退屈や苦痛な

ど）でない 

・ 「悲しい」，「興味を深めた」など旅行者の心理作

用に関わる言葉を含み，かつそれが，旅における

移動が時間的ないし金銭的コストとして作用し

ていることを示す心理作用（退屈や苦痛など）で

ない 

2.2.3 場面のデータ化 

移動手段・目的，情感の契機，情感の感じ方，情

感の内容の 4 項目について，場面から読み取り，さ

らに作品名，作者名，初版年，出版社，頁範囲，抽

出した場面全文，備考とともに通し番号を付してデ



ータ化した。 

 

 

表 1：場面のデータ化の例 

 

2.3 類型化 

移動手段・目的，情感の契機，情感の感じ方，情

感の内容の 4 項目について，それぞれ類型化した上

で，一つの表に整理した。 

2.4 比較考察 

 現代の旅における移動に伴って生じる情感の特徴

を整理し，江戸時代以前の旅における情感の特徴と

比較した。そのうえで，現代における旅の移動の情

感が旅全体の中で有する積極的な意味を検討した。 

3. 類型化の結果 

「移動手段・目的」については，「目的地の中の移

動」にかかわる移動手段・目的と，「目的地までの移

動」にかかわる移動手段・目的の 2 種類に分類でき

た。 

「情感の契機」については，情感の発生が「自発

的」なもの，すなわち情感の契機（対象）が情感と

同時的に外的事物として存在しないようなものと，

情感の発生が「外発的」なもの，すなわち情感の契

機（対象）が情感と同時的に外的事物として存在

するものの 2種類に分類できた。 

「情感の感じ方」については，「想像力を働かせ

感じている」もの，すなわち旅行者が外的事物に

対して別のイメージを重ね合わせたり，イメージ

を膨らませたりといった，旅行者の能動的な思考

イメージを介在して情感を感受していることがデ

ータから判断できるものと，「直観的に感じている」

もの，すなわち情感の描写に旅行者の思考イメー

ジに関係する記述を一切伴わず，旅行者の思考イ

メージを介さずダイレクトに情感を感受している

ことがデータから判断できるものの 2 種類に分類

できた。 

「情感の内容」については，情感の内容に基づい

て構造化し，大項目で 10 通り，小項目では 18 通

りに類型化することができた。 

以上の結果を踏まえ，整理した結果，以下の表が

得られた。 

 

表 2：情感とその状況の類型化 

 

4. 比較考察の結果 

 4.1「目的地の中の移動」で生じる情感 

 佐々木（2000）は旅の目的地における旅行者の「快」

経験の特性として，「気楽さ」「面白さ」「新しさ」「危

うさ」の 4 つを挙げている。これらを本研究で得ら

れた「目的地の中の移動」で生じるすべての情感に

ついて対応を検討すると，以下のようになる。 

・ 「余韻」は，主に旅先での娯楽体験を余韻として

感じているものであり，「面白さ」に対応する 

・ 「解放感」は，「気楽さ」に対応する 

・ 「旅行者自身の感受性の増大による意外感」は，

「新しさ」に対応する 

・ 「旅行者と旅先の社会との関係の変化による意

外感」は，「新しさ」に対応する 

データ番号 ８－１
作品名 砂の城
作者 遠藤周作
年代 １９７６
出版社 新潮文庫
頁 １９７
場面 東京湾の上で飛行機は傾く。いや，地球が傾くと言ったほう

がいいかもしれない。眼下には夜の東京がどこまでも拡がって
いる。大きなシャンデリアのようにキラキラと光っている東京。
泰子はそのキラキラと光るどこかに一人一人の人生や生活があ
るのだな，とフッと感じる。

移動手段
目的

パリへ向かう航空機

情感の
内容

他者の人生や生活を思い，感傷にひたっている

情感の
契機

飛行機の車窓から見える夜景

情感の
感じ方

飛行機の車窓から見える夜景の一つひとつに他者の生活や人生
を想像する

備考



・ 「自分が『今ここに確かにいる』ことを改めて確

認する」は，「新しさ」に対応する 

・ 「『今自分が置かれている状況』を改めて確認す

る」は，「新しさ」に対応する 

 

図 1：旅行者の「快」経験と 

旅の目的地の中の移動における情感の対応関係 

 

このように，いずれの情感も旅行者の「快」経験

として考えられることが分かる。このことより，江

戸時代同様に，旅の目的地における移動は旅行者の

「快」経験，つまり楽しみにつながっていることが

いえる。 

 4.2「目的地までの移動」で生じる情感 

 「目的地までの移動」で生じる情感をデータから

改めて整理すると，以下の特徴を指摘することがで

きる。 

・ 「旅における日常から離れていく解放感」，「旅に

おける一期一会の別離の感傷」，「旅における途上

にあることの実感」においては，交通具・施設が

出発・別離などのある種の演出性をもち，旅行者

の想像力が高められている状態にある 

・ 「他者の暮らしや人生への興味」，「他者や風景へ

の感情移入」，「他者や風景に投影された自分の内

面の感受」においては，車窓風景や見知らぬ他者

などへの一方的な視線によって，外界への自己意

識の反映を伴う想像力が亢進している状態にあ

る 

・ 「旅で体験した出来事の追想」，「旅の未来に待つ

出来事の想像」においては，個人的な時間の中で，

旅の未来や過去を自分の中に「内在化」していく

状態にある 

・ 「自然な感情のこみ上げ」，「内省的な気持ち」に

おいては，個人的な時間の中で，素直に自分自身

と向き合う状態にある 

これらの特徴について，上の 2 つは「想像力」に

関係し，下の 2 つは「個人的な時間の享受」に関係

している。これらはいずれも江戸時代以前の旅の移

動においては顕著でなく，ここから，現代における

「目的地までの移動」の持つ特徴的な機能として，

「想像力の場としての機能」「個人的な時間を与える

機能」の 2 つを考えることができる。そしてこれら

の機能がもたらしうる情感は，前出の旅行者の「快」

経験とはほとんど直接には結び付かず，いうなれば

旅行者意識の変容と呼べるものである。これは，現

代における一種の疑似的なイニシエーションと考え

ることもできよう。 

5. 結論 

「移動」は「目的地までの移動」と，「目的地の中

の移動」の 2種類に大別することができた。 

また，そこで発生する情感は，「情感の契機」とい

う観点からは「自発的」および「外発的」の 2 種類

に分類でき，また「情感の感じ方」の観点からは「想

像力を働かせ感じている」および「直観的に感じて

いる」の 2種類に分類することができた。さらに「情

感の内容」という観点では大項目で 10 通り，小項

目では 18通りに類型化が行えた。これらの類型化

によって移動中の旅行者における多様な情感の存

在が示されただけでなく，その捉え方についても，

情感の契機・感じ方・内容という 3 観点で分類が

可能であるという仮説的な枠組み（体系）を提示

することができたといえる。 

さらに，旅の移動において，現代の旅行者が感じ

る情感が，旅全体の中でもつ意味を考えたとき，「目

的地の中の移動」で生じる情感と「目的地までの移

動」で生じる情感の性質は大きく異なっている。前

者は江戸時代同様に，旅行者の「快」経験，つまり

旅の楽しみにつながる情感であるのに対し，後者は

ある種の旅行者意識の変容を与える情感，いいかえ

れば現代における「疑似イニシエーション」として

気楽さ

面白さ

新しさ

危うさ

旅の目的地の中の
移動における情感
（本研究による）

旅の目的地での
旅行者の「快」経験

佐々木（2000）

余韻

旅行者自身の感受性の増大による
意外感

自己存在の客観的認識

旅行者と旅先の社会との関係の
変化による意外感

解放感



の情感であるといえる。 
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